
2024. 10　●月刊公論 46

防災の
世界を
解剖する

86
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災
害
犠
牲
者
の
軽
減
は

　
　

関
係
者
の
連
携
に
よ
る

　

内
閣
府
の
、
高
齢
者
等
の
避
難
行
動
要
支

援
者
の
避
難
確
保
に
向
け
た
、
個
別
避
難
計

画
作
成
の
進
捗
状
況
の
把
握
調
査
の
結
果
に

よ
る
と
、
計
画
の
対
象
者
の
一
部
作
成
済
み

を
含
め
た
作
成
済
み
の
市
町
村
は
、
令
和
５

年
１
月
１
日
時
点
で
１
３
０
３
（
74
・８
％
）

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
同
年
10
月
１
日
時
点
で

は
１
４
７
４
（
84
・
７
％
）
と
な
り
、
一

定
の
進
捗
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
依
然
と
し

て
２
６
７
市
町
村
（
15
・
３
％
）
が
未
作

成
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
内
閣
府

は
都
道
府
県
に
対
し
て
、
個
別
避
難
計
画
の

作
成
が
進
む
よ
う
、
管
内
の
市
町
村
へ
の
周

知
を
図
り
、
市
町
村
の
取
組
み
を
支
援
す
る

よ
う
に
通
知
を
出
し
た
。 

こ
の
通
知
で
は
、

未
作
成
の
市
町
村
は
内
閣
府
の
「
個
別
避
難

計
画
の
作
成
の
早
期
着
手
に
つ
い
て
」
を
参

照
し
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
に
取
り
組
む

こ
と
。

　

ま
た
、
優
先
度
の
高
い
避
難
行
動
要
支
援

者
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
度
に
作
成
を
済
ま

せ
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

問
題
は
、
単
に
内
閣
府
が
示
し
た
様
式
に
記

載
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
実
効
性
の
高
い
計

画
が
作
成
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
り
、
実
効

性
の
高
い
計
画
の
作
成
に
は
、
庁
内
の
福
祉

と
防
災
の
連
携
と
、庁
外
の
福
祉
事
業
者
や
、

自
治
会
等
支
援
関
係
者
と
の
連
携
が
必
須
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
の
視
点
を
防
災
に

役
立
た
せ
る
に
は
、
福
祉
と
防
災
等
関
係
部

署
の
重
層
的
な
支
援
体
制
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

こ
の
関
係
団
体
に
よ
る
連
携
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
の
内
閣
府
調
査
で
は
、
市
町

村
の
庁
内
で
防
災
と
福
祉
等
関
係
部
署
等
が

連
携
し
て
い
る
の
が
、
57
・
４
％
、
検
討
中

が
３・
６
％
で
し
た
が
、
令
和
６
年
４
月
１

日
現
在
で
は
、
連
携
を
実
施
し
て
い
る
の
が

94
・
３
％
と
増
え
て
お
り
、
福
祉
政
策
課
の

係
長
が
危
機
管
理
部
署
に
出
向
し
た
市
や
重

層
的
支
援
課
を
新
設
し
た
市
も
あ
る
。ま
た
、

庁
外
の
関
係
団
体
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
の
調
査
で
は
消
防
署
・
社
会
福
祉

協
議
会
・
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
複
数
の

団
体
と
連
携
し
て
い
る
市
町
村
が
68
・
１
％
、

１
団
体
だ
け
で
も
連
携
を
検
討
し
て
い
る
が

26
・
０
％
、
関
係
団
体
と
の
連
携
を
検
討
し

て
い
な
い
の
が
５・９
％
と
な
っ
て
い
た
が
、

令
和
６
年
の
調
査
で
は
、
庁
外
の
関
係
団
体

と
連
携
し
て
い
る
の
が
、
91
・
１
％
と
な
っ

て
お
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
福
祉
専
門
職

と
の
連
携
も
令
和
５
年
の
76
・
０
％
が
、
令

和
６
年
に
は
81
・
２
％
に
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
個
別
避
難
計
画
に
関
わ
る
訓
練
の
実

施
も
53
・
３
％
と
徐
々
に
増
え
て
お
り
、
官

民
共
に
、
要
支
援
者
対
策
の
必
要
性
の
理
解

が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

福
祉
専
門
職
に
期
待
さ
れ
る
役
割

　

避
難
行
動
要
支
援
者
に
は
、
高
齢
者
で
独

居
生
活
か
高
齢
者
の
み
の
夫
婦
で
、
要
介
護

認
定
や
障
が
い
者
登
録
を
受
け
て
い
る
場
合

が
多
く
、
家
族
が
同
居
し
て
い
て
も
福
祉
専

門
職
の
介
護
や
生
活
支
援
を
受
け
て
い
る
人

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
時
の
安
全
確

保
か
ら
安
否
確
認
、
避
難
支
援
の
計
画
を
作

成
す
る
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
福
祉
専
門

職
の
手
助
け
が
最
も
有
効
と
な
り
ま
す
。

１　

要
支
援
者
と
日
頃
の
見
守
り
等
で
接
触

が
多
い
、
民
生
委
員
や
福
祉
専
門
職
に
よ
っ

て
登
録
名
簿
の
提
供
の
同
意
と
個
別
避
難
計

画
作
成
を
説
明
す
る
こ
と
が
最
も
効
果
的
で

す
。

２　

要
支
援
者
と
家
族
が
、
自
分
た
ち
で
出

来
る
災
害
時
の
安
全
確
保
と
避
難
行
動
等
を

確
認
す
る
た
め
に
、
福
祉
専
門
職
の
ア
ド
バ

法
制
度
だ
け
で
は
災
害
犠
牲
者
を
減
ら
せ
な
い

～
市
町
村
の
試
行
錯
誤
が
続
く
個
別
避
難
計
画
の
作
成
～
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支
援
の
実
行
性
が
高
ま
る
こ
と
と
、
要
支
援

者
が
、
支
援
者
を
知
る
こ
と
で
、
支
援
を
頼

み
易
く
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
個

人
情
報
を
知
る
人
が
増
え
る
心
配
が
あ
る
こ

と
と
、
支
援
を
約
束
で
き
な
い
か
ら
、
支
援

者
に
な
り
た
く
な
い
人
が
い
る
と
い
う
問
題

は
あ
り
ま
す
。

　

福
祉
専
門
職
と
の
連
携
事
例

　

全
国
の
市
町
村
に
お
け
る
個
別
避
難
計
画

の
作
成
へ
の
取
組
み
状
況
か
ら
、
具
体
的
な

事
例
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
し
た
。
自

治
体
の
規
模
、
地
勢
、
想
定
災
害
等
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ら
の
方
法
が
一
番
優
れ
て
い
る
と

は
言
え
ま
せ
ん
が
、
内
閣
府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
は
具
体
的
な
手
法
は
な
く
、
市
町
村
独

自
で
具
体
的
な
工
夫
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
様
々
な
展
開
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

１　

福
島
市

　

福
島
市
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
う
ち

避
難
困
難
度
が
高
い
人
の
個
別
避
難
支
援
プ

ラ
ン
の
作
成
を
、
日
頃
か
ら
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
本
人
の
心
身
の
状
況
や
生
活
実

態
を
把
握
し
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
委

託
し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
の
委
託
対
象

者
は
、
浸
水
想
定
区
域
ま
た
は
土
砂
災
害
警

戒
区
域
に
居
住
し
て
い
る
、
要
介
護
認
定
１

～
５
の
人
で
、
避
難
行
動
要
支
援
者
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２　

塩
竈
市

　

塩
竈
市
で
は
、
事
前
に
本
人
・
家
族
に
個

別
避
難
計
画
作
成
の
「
意
向
確
認
調
査
」
を

行
い
、
そ
の
結
果
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
障
が

い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
に

つ
い
て
は
、
介
護
支
援
専
門
員
や
、
障
が
い

者
の
相
談
支
援
専
門
員
等
に
依
頼
し
て
計
画

を
作
成
し
ま
す
。 

契
約
は
、
各
相
談
員
が

所
属
す
る
事
業
所
等
法
人
と
の
間
で
締
結
し

ま
す
。

３　

高
知
市

　

高
知
市
は
、避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
と
、

個
別
避
難
計
画
の
情
報
を
、
地
域
の
支
援

者
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
災
害
時
の
避
難
支

援
や
日
頃
の
見
守
り
に
活
用
で
き
る
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
要
支
援
者
が
同
意
確
認

書
等
を
返
送
し
な
い
と
か
、
自
力
で
作
成
が

困
難
な
人
の
た
め
に
、
同
意
確
認
や
計
画
作

成
を
日
常
的
に
支
援
を
担
当
し
て
い
る
福
祉

専
門
職
に
委
託
す
る
こ
と
で
、
避
難
行
動
要

支
援
者
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

な
委
託
内
容
と
実
施
の
流
れ
は
次
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

①
事
業
所
に
対
象
者
リ
ス
ト
と
様
式
を
配
布

②
対
象
者
を
訪
問
し
て
、
主
旨
説
明
・
同
意

取
得
・
個
別
避
難
計
画
を
作
成
し
、
個
別
避

イ
ス
が
有
効
で
す
。

３　

福
祉
専
門
職
が
自
主
防
災
組
織
等
と

チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
要
支
援
者
の
ニ
ー
ズ
を

共
有
し
て
、
地
域
住
民
に
支
援
実
施
者
に
な

る
こ
と
の
目
的
を
理
解
し
て
も
ら
う
場
を
つ

く
り
ま
す
。

４　

福
祉
専
門
職
と
し
て
、
自
主
防
災
組
織

等
に
、
要
支
援
者
の
介
護
認
定
や
障
が
い

等
級
等
の
個
別
の
特
性
や
接
し
方
等
を
レ
ク

チ
ャ
ー
し
ま
す
。

５　

地
域
の
避
難
訓
練
に
要
支
援
者
が
参
加

で
き
る
よ
う
に
、
自
主
防
災
組
織
等
の
企
画

段
階
か
ら
、
福
祉
専
門
職
が
参
加
す
る
こ
と

で
、支
援
の
注
意
事
項
等
を
周
知
で
き
ま
す
。

６　

見
守
り
し
て
い
る
要
支
援
者
の
状
況
変

化
に
気
付
い
た
場
合
、
登
録
名
簿
の
更
新
を

役
所
に
進
言
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
に
当

た
っ
て
は
、
次
の
よ
う
に
福
祉
専
門
職
に
よ

る
支
援
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

１　

民
生
委
員
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
ヘ
ル

パ
ー
等
福
祉
専
門
職
が
、
訪
問
し
た
折
に
説

明
す
る
こ
と
で
作
成
す
る
方
法

・
必
要
な
支
援
が
把
握
で
き
て
、
代
筆
も
可

能
で
作
成
が
は
か
ど
る
こ
と
と
、
知
っ
て
い

る
人
な
の
で
、
個
人
情
報
の
保
護
に
気
を

配
っ
て
も
ら
え
る
安
心
感
が
あ
り
ま
す
が
、

民
生
委
員
や
ケ
ア
マ
ネ
等
が
支
援
し
て
く
れ

る
と
思
わ
れ
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
事
例
と
し
て
は
、
神
戸
市
の
「
わ
た

し
の
避
難
計
画
」
が
あ
り
、
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ

ア
に
住
む
要
介
護
認
定
５
の
約
７
０
０
名

（
入
所
者
を
除
く
）
に
対
し
て
、
要
支
援
者
・

家
族
・
支
援
者
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
が
一

緒
に
、
避
難
支
援
実
施
者
・
避
難
場
所
等
の

留
意
事
項
を
個
別
に
作
成
し
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
計
画
の
写
し
を
神
戸
市
に
提
出
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

２　

民
生
委
員
等
が
、
自
主
防
災
組
織
と
一

緒
に
、
家
族
と
話
し
合
っ
て
、
地
域
で
で
き

る
支
援
内
容
を
決
め
る
方
法

・
自
治
会
等
地
域
住
民
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
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難
計
画
に
基
づ
く
避
難
訓
練
参
加
を
呼
び
掛

け
る

③
作
成
し
た
様
式
を
市
に
提
出

④
市
で
内
容
確
認
後
、
委
託
料
を
支
払
い
ま

す
。

　

委
託
内
容
と
料
金
は
、
計
画
作
成
の
同

意
取
得
が
１
０
０
０
円
／
件
、
個
別
避
難

計
画
の
作
成
と
更
新
が
３
０
０
０
円
／

件
、
計
画
活
用
の
避
難
訓
練
に
参
加
し
た
ら

３
０
０
０
円
／
人
と
し
て
い
ま
す
。

４　

豊
中
市

　

個
別
避
難
計
画
は
、
本
人
が
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
相
談
支
援
専
門
員
等
の
協
力
を
得

て
、
災
害
時
の
避
難
場
所
・
持
ち
出
し
品
・

避
難
時
の
配
慮
事
項
な
ど
を
整
理
し
て
シ
ー

ト
（
計
画
書
）
に
記
入
し
ま
す
。
災
害
時
の

安
否
確
認
等
の
避
難
支
援
者
に
、
平
常
時
か

ら
計
画
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
災
害

発
生
時
に
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
や
す
く
し

ま
す
。
手
続
き
の
流
れ
は
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

①
豊
中
市
よ
り
対
象
者
と
思
わ
れ
る
方
に

「
状
況
調
査
兼
同
意
書
」
を
送
付
（
対
象
者

は
、
在
宅
の
要
介
護
度
４・５
と
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
の
い
ず
れ
か
で
、
高
潮
・
洪
水

浸
水
の
危
険
性
が
あ
る
エ
リ
ア
に
住
み
、
居

住
階
数
が
２
階
以
下
で
、
自
力
避
難
が
困

難
、
親
族
・
友
人
等
で
災
害
時
の
避
難
の
手

伝
い
が
い
な
い
人
。令
和
６
年
７
月
16
日
付
、

４
２
１
人
）

②
返
信
用
封
筒
で
、
豊
中
市
地
域
共
生
課
へ

状
況
調
査
兼
同
意
書
を
返
送

③
状
況
調
査
の
結
果
、
豊
中
市
よ
り
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
等
の
作
成
支
援
者
に
、
対
象
者
の

計
画
書
作
成
の
協
力
を
依
頼

④
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
が
計
画
書
の
作
成
で

訪
問
と
呼
び
か
け
を
実
施

⑤
作
成
し
た
計
画
書
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

等
か
ら
豊
中
市
へ
提
出

⑥
豊
中
市
が
避
難
支
援
等
関
係
者
に
完
成
し

た
計
画
書
を
情
報
共
有
と
し
て
提
供

５　

豊
川
市

　

豊
川
市
で
は
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
を

福
祉
専
門
職
（
介
護
支
援
専
門
員
・
相
談
支

援
専
門
員
）
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
手
順
は

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
令
和
４
年
度
は
、
モ
デ
ル
３
校
区
で
、
市

が
優
先
度
が
高
い
と
判
断
す
る
人
の
個
別
避

難
計
画
を
作
成

・
令
和
５
年
度
～
７
年
度
は
、
市
の
全
域
で

優
先
度
が
高
い
と
判
断
し
た
人
の
個
別
避
難

計
画
作
成
で
、
令
和
５
年
度
実
施
４
校
区
・

令
和
６
年
度
実
施
４
校
区
と
、
既
に
作
成
済

み
の
計
画
の
見
直
し
や
避
難
訓
練
を
実
施

・
令
和
８
年
度
以
降
は
、
市
の
優
先
度
に
関

わ
ら
ず
、
個
別
避
難
計
画
作
成
を
希
望
す
る

避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
避
難
計
画
を
作

成
し
、
既
に
作
成
済
み
の
計
画
の
見
直
し
・

更
新
と
、
新
た
に
対
象
と
な
っ
た
人
へ
の
計

画
の
作
成
と
避
難
訓
練
を
実
施

６　

千
葉
市

　

千
葉
市
の
個
別
避
難
計
画
作
成
方
法
は
特

徴
が
あ
り
、
作
成
を
年
度
ご
と
に
目
標
を
設

定
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
作
成

予
定
は
４
０
０
件
で
、
１
０
０
件
を
福
祉

専
門
職
に
委
託
し
、
３
０
０
件
を
民
間
事
業

者
に
委
託
し
ま
す
。
個
別
避
難
計
画
作
成
対

象
者
は
、
名
簿
登
録
の
約
３
万
２
０
０
０

人（
令
和
６
年
１
月
現
在
）で
、そ
の
内
訳
は
、

独
居
高
齢
者
・
要
介
護
認
定
３
～
５
・
障
が

い
者
手
帳
所
持
者
、
難
病
者
、
申
告
認
定
者

と
し
て
い
ま
す
。
計
画
作
成
を
委
託
し
て
い

る
理
由
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
前
年
の
委
託
実
績
か
ら
、
受
託
者
が
固
定

さ
れ
る
こ
と
で
、市
と
密
接
な
連
携
が
と
れ
、

業
務
上
発
生
し
た
課
題
等
に
柔
軟
な
対
応
が

可
能

・
比
較
的
短
期
間
で
、
多
く
の
計
画
が
作
成

で
き
た
こ
と
で
、
事
務
の
負
荷
と
効
率
化
の

問
題
が
対
処
で
き
た

　

な
お
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
次
の
よ

う
な
指
摘
を
得
ま
し
た
。

・
医
療
ケ
ア
が
必
要
な
場
合
、
医
療
の
専
門

的
事
項
の
反
映
、
避
難
所
の
電
源
確
保
等
の

調
整
が
必
要
で
、
日
常
か
ら
福
祉
専
門
職
の

関
与
が
重
要

・
見
知
ら
ぬ
業
者
の
業
務
な
の
で
、
当
事
者

や
福
祉
専
門
職
か
ら
、
相
談
支
援
専
門
員
が

計
画
作
成
に
関
わ
っ
て
欲
し
い
と
の
意
見
が

出
た

①
委
託
事
業
者
の
業
務

・
市
か
ら
作
成
対
象
者
に
、
個
別
避
難
計
画

作
成
の
趣
旨
や
目
的
の
説
明
を
付
け
て
、
計

画
作
成
の
同
意
確
認
の
手
続
を
通
知

・
対
象
者
が
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
提
供

の
同
意
書
を
提
出
（
郵
送
の
場
合
は
、
返
信

用
封
筒
を
使
用
、
電
子
申
請
の
場
合
は
、
通

知
に
記
載
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
請
）

・
同
意
書
提
出
者
に
、
委
託
事
業
者
が
電
話

や
文
書
で
、
訪
問
日
程
の
調
整
を
行
う

・
訪
問
し
て
、
日
常
生
活
状
況
等
を
聞
き
、

避
難
時
に
必
要
な
配
慮
や
、
行
動
の
手
順
等

を
話
し
合
い
、
個
別
避
難
計
画
を
作
成
す
る

（
訪
問
聞
き
取
り
は
、
数
回
行
う
場
合
が
あ

る
）

・
個
別
避
難
計
画
に
記
載
す
る
避
難
支
援
者

を
検
討
す
る

・
災
害
時
に
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
、

個
別
避
難
計
画
に
記
載

・
必
要
事
項
の
聞
き
取
り
確
認
を
経
て
、
委

託
事
業
者
が
個
別
避
難
計
画
を
作
成
し
、
市

に
提
出
し
、
避
難
支
援
者
や
避
難
先
と
も
共
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有
す
る
。

②
関
係
団
体
等
と
連
携
し
て
作
成
す
る
場
合

・
庁
内
体
制(

担
当
や
サ
ポ
ー
ト
部
署
の
確

認
等
）
を
整
備
し
、
個
別
避
難
計
画
様
式
の

作
成
と
作
成
方
針
を
共
有

・
個
別
避
難
計
画
作
成
対
象
者
の
整
理
と
優

先
度
を
選
定
す
る

・
対
象
者
に
個
別
避
難
計
画
作
成
と
提
供
の

同
意
書
を
郵
送

・
本
人
や
家
族
で
作
成
で
き
る
場
合
は
、
郵

便
で
返
信
し
て
も
ら
う

・
作
成
に
支
援
が
必
要
な
場
合
は
、
誰
が
作

成
を
支
援
す
る
か
を
整
理
す
る

・
福
祉
専
門
職
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
相
談

員
・
民
生
委
員
・
Ｃ
Ｓ
Ｗ
等
に
、
対
象
者
と

家
族
へ
の
制
度
の
説
明
と
効
果
等
を
説
明
の

協
力
を
依
頼

・
避
難
支
援
実
施
者
と
な
る
地
域
の
自
主
防

災
組
織
等
に
、
制
度
の
説
明
と
作
成
支
援
と

避
難
支
援
に
つ
い
て
周
知

・
対
象
者
の
個
別
避
難
計
画
を
、
地
域
調
整

会
議
な
ど
で
進
め
る（
自
宅
訪
問
の
場
合
は
、

少
人
数
の
関
係
者
で
行
う
、
集
会
等
で
行
う

場
合
は
、
自
治
会
・
福
祉
専
門
職
等
、
多
様

な
関
係
者
が
集
ま
っ
て
行
う
）

・
個
別
避
難
計
画
に
基
づ
く
訓
練
を
実
施
し

て
、
見
直
し
を
行
う

７　

榛
東
村 （
榛
東
村
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
（
住
民
支
え

合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
、個
別
避
難
計
画
作
成
）

と
し
て
、見
守
り
が
必
要
な
人
々
に
対
し
て
、

地
域
住
民
主
体
で
福
祉
専
門
職
等
と
協
働
し

て
、
見
守
り
・
声
掛
け
・
安
否
確
認
等
行
う

こ
と
で
、
孤
立
を
予
防
し
、
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
災
害
時
に
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

村
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

・
見
守
り
対
象
の
世
帯
は
、
日
頃
気
に
な
る

独
居
・
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
子
育
て
世
帯

等
で
、
要
支
援
者
登
録
申
請
書
を
基
に
、
地

域
の
担
当
民
生
児
童
委
員
が
訪
問
し
て
、
見

守
り
活
動
へ
の
同
意
を
得
る

・地
域
住
民
み
ん
な
で「
地
域
支
え
合
い
マ
ッ

プ
」
を
作
成
。

・
地
域
の
支
援
者
が
共
通
理
解
を
図
る
た
め

に
、
地
域
ご
と
に
年
に
１
回
は
情
報
を
更
新

・
ひ
と
り
で
見
守
る
の
で
は
な
く
地
域
全
体

で
見
守
る
。

・
要
支
援
者
の
身
体
状
況
を
「
Ｓ
・
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
」
に
区
分
し
て
、
Ｓ
・
Ａ
の
自
力
避
難
が

困
難
な
人
は
福
祉
専
門
職
員
が
担
当
し
、Ｂ・

Ｃ
の
人
は
、
地
域
支
援
者
と
共
に
避
難
行
動

を
行
う
こ
と
を
前
提
に
個
別
避
難
計
画
を
作

成
す
る

８　

上
田
市

　

上
田
市
は
平
成
21
年
度
か
ら
自
治
会
、
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、「
災
害
時
要
援

護
者
登
録
制
度
」及
び「
住
民
支
え
合
い
マ
ッ

プ
」
づ
く
り
を
進
め
て
い
て
、
個
別
避
難
計

画
作
成
の
元
と
し
て
い
る
。作
成
の
流
れ
は
、

①
自
治
会
、
上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
上

田
市
の
３
者
協
定
を
結
ぶ

②
市
か
ら
対
象
者
へ
登
録
申
請
書
等
を
送
付

③
申
請
書
の
返
信
の
あ
っ
た
登
録
希
望
者
を

自
治
会
に
知
ら
せ
る

④
自
治
会
で
申
請
者
へ
現
状
、
避
難
方
法
等

の
聞
き
取
り
調
査
、
支
援
者
の
確
保
調
整

⑤
社
会
福
祉
協
議
会
で
「
住
民
支
え
合
い

マ
ッ
プ
」
を
作
成

⑥
自
治
会
で
マ
ッ
プ
を
活
用
（
見
守
り
・
避

難
訓
練
等
）

⑦
１
年
に
１
回
を
目
安
に
マ
ッ
プ
の
更
新

　

登
録
の
対
象
は
、在
宅
の
要
支
援
者
で
、

要
介
護
３
以
上
の
高
齢
者
、独
居
高
齢
者
・

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
の
人
、
療
育

手
帳
Å
１
・
Å
２
の
人
、
精
神
保
健
福

祉
手
帳
１
級
の
人
、
そ
れ
以
外
で
必
要
と

思
わ
れ
る
人
。

９　

多
摩
市

　

多
摩
市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
等
の
避
難

支
援
者
と
、
要
支
援
者
・
家
族
と
一
緒
に
作

成
し
ま
す
。

①
要
支
援
者
意
向
調
査
（
同
意
の
調
査
）

市
は
、
警
察
署
・
消
防
署
・
消
防
団
・
民
生

児
童
委
員
と
情
報
共
有
し
て
い
る
要
支
援
者

台
帳
の
登
録
者
に
対
し
て
、
毎
年
モ
デ
ル
地

区
で
の
支
援
希
望
者
の
意
向
調
査
（
情
報
提

供
の
同
意
）
を
実
施
し
、
地
域
別
要
支
援
者

台
帳
を
作
成
・
更
新
す
る
。

②
避
難
支
援
個
別
計
画
作
成
の
流
れ

・
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１　

市
が
自
主
防
災
組
織
等
の

個
別
計
画
作
成
の
意
思
を
確
認

・
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２ 　
市
が
要
支
援
者
の
同
意
確

認
実
施

・
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３　

市
が
当
該
地
域
の
「
避
難

行
動
要
支
援
者
台
帳
」
を
作
成

・
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４　

自
主
防
災
組
織
等
が
災
害

時
に
避
難
を
支
援
す
る
住
民
を
選
定

・
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
５　

自
主
防
災
組
織
等
が
「
避

難
支
援
個
別
計
画
」
を
作
成

　

自
主
防
災
組
織
に
は
、
補
助
金
（
単
年
度

清
算
）
を
支
給
し
て
お
り
、５
万
円
／
年
（
期

間
３
年
間
）
と
し
て
い
る
。
補
助
金
の
使
用

目
的
は
、
個
別
避
難
計
画
作
成
に
掛
か
る
経

費（
サ
ポ
ー
タ
ー
用
ベ
ス
ト
等
含
む
）と
な
っ

て
い
る
。

　

個
別
避
難
計
画
を
委
託
し
な
け
れ
ば
作

成
で
き
な
い
と
い
う
現
状
は
、
高
齢
化
が

進
み
要
支
援
者
が
増
え
る
こ
と
と
、
随
時

の
更
新
も
必
要
な
こ
と
か
ら
、
委
託
契
約

の
継
続
問
題
も
あ
り
、
住
民
の
積
極
的
な

参
画
を
推
進
す
る
こ
と
が
先
決
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。


